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　新潟県植物保護43号で雪割草の安易な「県の草花指定」　　　　　ふるさと一として、雪割草
の問題点を掲載した。この度、「県雪割草保護連絡協議会」　　　　が「新潟県の草花」に指定されました。

が開催されたことを新聞紙上で知った。この協議会の目的

は「県内の雪割草保護」に重点がおかれていると推察して　　　　当然のことながら、この協議会は、「新潟の環境を守る

いるが、大きな期待を寄せていると同時に強い関心を持っ　　　シンボル」としての雪割草の明確な位置づけを明らかにし、

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県内の野生集団の保護への指針を確立して頂く、重大な任

　新潟県は、指定に当たって「県民だより　春号（平成　　　務と責任があると信じている。言葉で表現することでは、

20年4月13日、通産102号）」で次のように宣伝している。　　簡単であるが、実際上記の指針を実行に移すには、相当な

世界に誇る新潟の草花・雪割草

　春が待ち遠しい雪国で、早春の木漏れ日を受け可憐

に咲く雪割草

　ふるさと新潟の野山に、身近な里山に咲く雪割草を、

わたくしたちは昔から慈しみ守り育ててきました。

　厳しい冬に耐え、一つひとつの花は小さくても、豊

かな個性を持ち美しく調和して咲く雪割草は、わたく

したちの新潟の県民性にも相通じます。

　そして新潟の豊かな自然環境や里山など、雪割草が

咲く美しいふるさとを、わたくしたちは未来に伝えて

いかなければなりません。

努力と強い決意を持たなければ、推進できないであろう。

「新潟の環境を守るシンボル」として生物の多様性を維持

することに最大の注意を払わなければならない。この基本

線を逸脱するような協議会であってはならない。下の新聞

記事にあるように「山野に雪割草を安易に移植する行為」

は、生物の多様性を喪失する最も危険なことであり、協議

会としては安易な移植に妥協できないはずである。

　雪割草を「新潟の環境を守るシンボル」として生かして

いくように、協議会に多大の期待を抱いている。その実現

化の推進ができない協議会は、全く意味のない存在となろ

う。
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